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第
八
章
"
‘毫
灣
に
■於
げ
る
戰
時
財
政
の
進
展c

鹽
見
俊
ニ
氏)
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：

，
]:
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-
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第
九
章
、
南
が
經
濟
圈
と
竅
灣

(

西
澤
基T.

氏

..
^
鹽
谷
巖
三
氏) 
' 

ぐ

•
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,
•
,
, 

‘，

：

.
ご
ト
に
繰
返
す
ま
で
ネ
な
く
、.前
龆
期
間
別
ゆ
第
四
期
以
降̂
お
^ ,
て
、
換
言
す
、れ
ば
滿
洲
事
變
を
轉
機
と
し
て
、
臺
灣
綹
濟
か
新 

た
な
發
展
期
を
迎.へ
，
た
暮
は
明
ら

.か
で
ぁ
る
？
內
地
に
對
ナ
る
從
來
の
倚
存
的
地
位
が
^
、
日
*滿
經
濟
ブ
‘ロ
ッ
ク
.
内
ー
員
ど
し
て
の
自 

ノ
主
的
立
場
べ
の
昇
向
の'線
が
摘
か
れ
. '
,
農
i

併
進
を
基
軸
と
し
て
臺
灣
經
濟
の
苒
觸
货
が
敷
圖
せ
ら
れ
る
事
と
な
つ
た
。

-
圓
滿
•な
欲 

勢
が
續
い
た
な.ら
ば
、.期
待
通
り
の
，_
調
.な
進
行
，_が
實
現
せ
ら
れ
得
允
か
も
知
れ
な
ぃ> 

,

二

.

：

 

$

事

變

の

勃

發

と

そ

の

表

期

化

，は
、
我

_
政

消

經̂
の
>
^
ハ
著
し
い
變
轉
を
導
入
し
たo,
外
地
た
る
臺
灣
も
亦
-
ぞ
の
甚
大
な 

影
響
‘を
蒙
つ
た
事
は
必
然
で
ぁ
る
。：
農
業
稗
編
成
-の
問
題
に
し
か
、'エ
業
化
-の
故
動
£
'̂
ろ
.、
•迂
餘
曲
折
の
、經
過
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ 

る
^

つ
た
。
キ

の

谓

南

方

問

題

，の
展
眼
は
、
毫
灣
に
‘
さ
ら
に

'重
大
な
役
齓
を
課
し
た.と
見
.ら
れ
る
。.所
謂
大
東
亜
共
榮
圈
建
設
の
龙 

め
に
、
と
く
に
我
國
南
方
政
策
の
促
進’の
た
め
に
*;
灣
は
今
や
1

據
點
と
し
ブ
の
意#
を
取
得
し
た
。
，軍
事
的1
政
治
的
、
經
濟 

咦
文
化
的
に
か
1
る
'も
の
ど
し
で
ぬ
，息
吹
き
を
開
龄
し
だ
の
で
ぁ
る
0,
そ
'の
-躍
動
的
な
現
在
の
臺̂

經
濟
の
*
撕
を
把
掘
す
る
事
と 

そ 

> 我
々
の
最
大
の
關
心
事
に
外
，な
ら
か
い
：。
こ
の
•要
襞
に
靡
べ
：る
も
の•が
，
本

，年
報
第
三
部
の
内
容
で
ぁ
る
ゃ 

第一

氧「

經
濟&

編
成
の
装
本
働
向a

に
お
い
て
、
そ
め
中
心
は
內
地‘經
濟
走
同
じ
く
、.統
制
經
濟
化
と
工
業
化
に
，求
め
ら
れ
る
。
さ 

ら
に
こ
'<
0

1般
的
變
化
に
加
ふ
る
に
外
地
特
有
の
色
黹
を
顯
か
に
”す
る
も
の
と
し
てC1

〕

本
来
の
外
地
的.な「

政
治
的
經
濟
K
の•相
貌
、
 

•
0 
一
 

N米
•糖11

本
建」

の
«
噗
本
位
の
經
濟
か
ら
め±
.

業
化
1へ
の
轉
換
0

6
、‘農
業
部
門
自
體
の
體
取
的
變
革
等
が«
げ
ら
れ
る
0
執
筆 

紫
楠
井
敎
授
，は
と
の
洱
編
成
の
輕
過
を
，次
の
ニ
期
扩
，分
つ
，ズ
廣
察
を
進
め
る
ぐ
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鸫
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漁
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刊
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會
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報
じ
昭
机
チ
六
雄
版
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-
Ho 

Al
o
c
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■

,

ニ
、
.
戰
爭
階
投
i

c

-<
f

)

支
'那
事
•
變
勃
氟
ょ
'*
)
'
:昭
和
；

f
-

五
年
*A

月
ま
で
.

-

,
.
- 

ノ

.
、 

,

.

-

-

,

/
■

'
 

、

'

c
'

o

新
體
制
提
唱
双
後-

.

,

準

戰

時

、

、
戰

時

の.區

分

：
が

妥

當

な

も

の
•
で

あ

る

事

は

、

衆

目

め

ニ
.
致

す

る

所

で

，
あ

る
'0
準

戰

階

段

，
に

お

け

る
.我

‘が

國

民

經

濟

の

割

期
 

的

^ .
a

展

fc
l

つ
.
て

,*
豪

灣

經

、
濟

も

亦1

洱

編

成

の

準

備

.過

程

に

入

つ

た

事

は

‘明

白

で

あ

る

。
，
そ

れ

が

* ,
て

戰

郇

階

段

を

迎

べ

.

.
る

と

共
 

に

、

一

層

の

镦

動

的

な

展

開

を

示

す

に

茧

.

.つ

.た

と

見

ら

れ

る

.。

皇

民

化

•
工

業

化

*
南

進

政

策

の

三

大

政

策

が

そ

の

^

調

と

な

つ

た

。

爾
 

來

.
C

の

某

■

を

持

續

し

乍

ら

も

.，-

現

實

の

1

从

上

に

お

い

^

は
'屢

々

變

轉

の

經

過

を

迪

.り

つ

.

X
あ

る

と

解

せ

ら

れ

る

。

た

VT
南

進

蕋
 

地

と

し

て

.の

地

位

に

.つ

い

て

，は

-

も

早

絕

體

的

の

も

の

と

考

へ

る

事

が

出

來

ょ

，ぅ

。

1

た

が

つ

て

前

揭

の

戰

举

^

@

に
'關

す

る

細

分

に
 

つ

い

て

は

，

1

か

批

評

な
^ .
を

得

. &
い

0
、
.
规

し

て

こ

、，
の

寒

準

が

最

^

適

切

な

も

p .
で

あ

る

か

.ど

ぅ

か

5
,

或

は

細

分

無

し

で

も

の

感

を

禁
 

。

得

な

い

。

，强

ひ

て

，

V

れ

を

求

め

る

な

'ら

ば

、

第

二

次

歐

洲

戰

爭

ボ

席

方

へ

，
と

波

及

を

示

.レ

た

.昨

年

春

季

を

，
以

，
て

律

す

る

の

も

一

方

法
 

力

と

考

〈

; ^
れ

る

？

_
' 

' 

—

，

.
 

へ

‘ 

, 

' 

• 

‘ 

' 

-

.だ

が

い

づ

れ

に

し

て

も

.

第

一

章

の

與

へ

名

解

說

，
の
S

谷
.は

、

頗

る

示

唆

.に
，富

む

。
ー

こ

と

に

結

論

に

お

け

る

臺

灣

の

前

進

蓮

性

の
 

全

面

的

昂

揚

に

針

し

て

は

、

一

片

の

疑

義

だ

に

存

し

な

い

o 

_

(

說

>

 

/

 

.

6

)

本
章
第
二
.

節
*'

臺
灣
經
濟
W

編
fi
g
-

の
經
過J

第

j

項
.
、.
三
八
七
S

降
四
S

亘
っ
て
、
印
刷
所
の
不
注
意
か
ら
か
、
原
稿
‘の
重
大
な
組
み 

-

違
ひ
が
あ
る
。
重
要
な
解
說
箇
所
だ
げ
に
、
早
速
の
御
修
正
•を
願
ひ

度

い

。

'

5

1

章

以

下

は

個

別

的

な

問

題

の

檢

討

で

あ

る

。

す

で

墨

灣

經

濟

再

編

成

の

重

點

が

農

業

め

#

編

成

と

工

業

化

間

題

に

.在

•
■
{
霞

- 

ょ

•り

し

て

、 

こ

の

部

面

に

我

^

わ

興

味

f

集

中

せ

ら

.れ

る

事

は

當

然

で

、あ

ら

.う

。

第

二

章

は

農

業

を

第

三

章

は

工

業

を

取

り

上

げ

る

o

_

に

：ぉ

.ぃ
識

參

■

麗

麗

靈

養

_

1

_

明
_

あ

：

ぬ
,

不
充
分
で
あ
る
。

t
れ
に
_反
し
後
著
の
エ
業
化
問
題
に
對
す
名
必
然
性\.

,可
能
％

、
麗

法

に

，
關

す

る

楠

‘井
敎
授
の
健
筆
は
、
現
地
在 

住
の
研
究
敎
た
る
觀
察
服
を
縱
橫.に
働
か
し
て
、
我
々
を
稗
益.す
る
所
大
で
あ
る。

'

V
'

第
四
章
、
第
五
章
を
通
じ
て
ば
、.臺
灣
に
お
げ
'る
物
價
銃
制
、
物
資
：統
制
の
現
狀
を
知
れ
、：
第
六
章
に
お
い
セ
は
、、
緻
濟
'再
編
成
の 

|
側
面
と
し
.て
:'
質
易
横
成
上
の
變
化
を
學
ぶ
。
'
多
數
の
統
許
資
料
を
利
用
し
て
の
分
析
は1
再
編
成
過
程
•の
理
解
の
上
に
有
効
な
指 

檫
を
提
供
す
，る。

：

.' 

.

.

•

.

第
七
章
事
變
下
の
金
融
働
向
及
び
散
八
章
戰
時
財
政
の
進
展
，ゆ
、
共
に
精
讀
に
價
す
る
力
作
で
あ
る

.?
外
地
に
鉍
け
る
金
融
の®
51 

が
特
殊
の
相
貌
を
持
つ
事
は
敗
て
指
摘
す
る
ま
で
も
セ
い
が
、，
ヒ
と

.に
外
地
經
營
の
立
場
ト
ら
見
て
、
内
地
人
に
と
つ
て
看
過
す
ベ
か 

ら
ざ
る
重
耍
部
面
で
あ
る
、•北
.山
臺
牝
帝
大
敎
授
の
，
分

析

は

*
事
變
卞
に
.
お

け

る

そ
、の
動
向
を
、明®'
に
解
明
す
る
。
靜
，態
的
記
述-a
：
し 

て
の
嶔
灣
金
融
の
耩
造
及
び
特
色
允
關
す
る
理
解
を
前
提
と
し
て
、
事
、變
下
の
動
態
的
經
過
が
、，事
變
前

.の
狀
態
と
の
對
比.に
お
：

s
:v
、 

巧
み
に
說
き
盡
さ
れ■る
。
，‘通
^
の
膨
-M
、
預
金
*貸
取
の
上
に
聆̂

る
變
化
に
つ
い
、て.の
：叙
述
は
、
本
島
金
融
情
勢
の
實
狀
を
明
確
に
傅 

へ
石
。

と
に
第
四
節
第
三’項「

本
島
貯
蓄
能
力
動nk.

の
可
能
性
じ
は
、
本'島
人
對
策
へ
の
指
針
を
も
：含-^
て
*、與
味
深
•い
-
節
で
魟
る
。 

さ
ら
に
第
六
節「

躉
灣
エ
桊
化
の
資
金
し
に
關
す
る
檢
討
は
、
■我
.々

と
し
て
最
も
注
意
を#T

か
れ
る
部
面
で
あ
を
。
.工
業
化
運
動
に
對
す 

る
資
金
關
係'の
實
態
か
ら
、
我
'々は
又
多
く
の
考
ふ
べ.き
問
題
5:
(知
‘る
の
で
あ
'る
'.
<

>

„ 

.

.

.

.

.

.

'
第
八
章
鹽
見
金
融
課
長
に
，ょ
る
戰
時
財
政
の
解
1§
;
'ゅ
、
；.事
變
下
に
、お
.比
る
外
地
財
政
の
樣
相
を
翁
實
に
.指
示
す
る

，0
ネ
島
I

財
政 

政
策
の
進
展
經
過
、
と
く
に
妬
年
£-
悬
灣
«

營
の
三
大
方
策
た
-る
エ
業
化
、
：皇
民
化
、
%

ひ
南
方
政
策
擴
充
と
豫
算
と
W

補
係
は
，、
誠

’ 

に
倾
聽
ナ
ぺ
き
瓿
分
で
あ
-る
'0
そ
め
第
四
#

內
臺
財
政
關
係
の
^

析
と
井
に
、
*

年
報
中
注
目
す
べ
象
@

所
た
る
事
を
失
は
な
，い
0*
こ

'
 

I

節
の
如
き
.

詳

細

な

る

解

說

を

，附

し

て

、
' 第
一
，
部£

.
いH

取

り

上

問

顔

f

 

I

’
’
と
：の
感
を
深
く
.す
る
。

察
觫
释
濟
部‘部
刊
行
富
1
察
镡
經
濟
苹
報
：
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昭
和
十
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厥
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?
蠢
經
濟
|

刊

行

翁

禮

繁

十

六

I
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•
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i

 

a

 

O

S

.
‘
く
へ
し
て
我'>
は
結
論
的
部
分
.た
る
第
外
音f

南
方
經
濟
圈
;-
*
灣J

に
到
達
す
る
0
南
方
致
地
と
し
て
の
痛
下
の
臺
灣
れ
重
要
性
に 

つ、
い
て
は
、
萬
ん
，の
認
め
る
所
で
あ
ハ
る
。
、

「

日
本
經
濟
士
至
从
龃
共
榮
圈
の
，
一
璁
と
し
て
の
.簽
»
,が
、
，南

方

經

濟
|
1發
に
對
し
て
有
す
る 

寄
與
協
力
の
可
能
的
な
內
昝
及
び
南
方
と
の
可’能
咐
た
經
濟
關
係
の
推
定

」

^nr

指
し
で
、'*
執
^
者
た
る
西
澤
•鹽

谷

雨

氏

，の
分
析
は
展 

開
せ
，ら
れ
る
。-親
し
く
現
地
軋
任
を
採
ら
れ
る
兩
氏
の
解
說
は
、
杪
く
ま
？

^

望

的

感

情

論

を

，

し
て
、
’
現

實

的

な

考

察

を

進

め

る

。

、
今
日
ニ
般
.に
、，
南
方
開
發
杧
對
し
て*
1
:
が
占
め
，る
優
故
點
が
、.«;
'
强
論
，せ.を

る
9
執
筆
者
の
.指
摘
す
る
所
に'よ
れ
ば
、
地
理 

.
的
接
近
性
、‘
<
文
‘

密
性
、
四
十'有
餘
年
£
旦
各
熱
帶
產
業
屢§
の
掛
術
と
經
驗
、‘永
年
の
#
方
» '
愦
砾
究
'調
查
、
南
方
原
料
に
針 

t
る
俊
位
的
工
業
立
地
條
件
等
が
擧
げ
ら
れ
る
？
だ
が
從
來
は
'こ
•れ
等
'の
多
く
，
の
も
，
の
は
，
潜

在

的

に

止

つ

，た
の
で

•あ
る
.̂
臺
'爾
が
南
方 

栽
地
と
-
て
の
役
割
を
果
す
だ
め
に.は
、
そ
の.顯
現
が
必
須
要
件
す
あ
り
、
そ
の.た
め
に
は
、

「

强
ガ
，に
し
て
.一
貫
せ
る
瓶
方
政
策
と
こ 

の
上
に
立
つ
强
大.な
资
本
の
動
徵」

が
要
^ '
せ
ら
.れ
'る
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
含
蓄
あ
•る
執
筆
者
の
言
葉
に
全
幅
の
賛
意
を
表
し
度 

い
o.
し
か
し
て「

南
省
經
濟
圈
の.確
觉
に
よ
ク
て.甕
灣
^
濟
^
齓
に
は
'大
き
な
展
望
が
開
か
れ
や
ぅ
と
し
で
ゐ
る
の
で
.あ
る」

と
の
第
九 

摩
最
後
の
言
葉
を
以
て"
七
几
〇
頁
~に
及
ぶ
こ
の
方
大
か
年
報
の
缸
述
：比
終
爾
す
’る
。

-
\

 

■

、

. 

'
以
下
第
四
部
に
お
い
て
对
、
'
‘楠
井
敎
授
の
綢
鹱
に
係
る
昭.和
穴
年
以
降
の
亂
密
な
經
濟
日
韶
が
损
載
せ
じ
れ
、

調
资
課
提
出
の 

黛
要
經
濟
，統
計
と
併
ん
で
.
ハ

具

體

的
，事
情
を
補
足
す
るo
-:
, 

• 

• 

.

と
ま
れ
本
年
報
に
よ
つ
て
、

豪
_
雜
濟
の
_金
貌
，は
' ^

す
所
な
く
揮
き
出
‘さ
れ
.る
0
歷
史
时
經
逾
の
理
解
を
^

^

と

し

で

、
.
各

^

業
部 

I
:

の
概
祝
、
現
下
の
'諸
鳶
要
問
題
に
亂
し
、

一

讀
直
ち
に
正
確
i

識

を

持

ち

，得

る

に

茧

る

ぜ

|>
'
ら

ぅ

：
。
，
裏

灣

事

愦

の

阶

究

者

に

と

つ
 

て
-は
素
よ
小
、
南
方
問
題
に
關
心
^
有
.す
‘る
乾
，に
と
.つ
て
、
正
に
好
筒
の
參
考
書
と
言
へ
’よ
ぅ
。
こ
と
に
第1

輯
•と
し
て
、H

ン
サ
ィ 

ク
ロ
べ
'チ
イ
ア
的
態
樣
を
備
へ
ん
と
し
^
論
者
の
意
圖
は
、
充
分
に
果
.さ
れ
、
.一

介
の
視
察
旅
行
者
に
と
っ
'て
も
、
、優
れ
た
案
內
書
を

胗
>
作
る
；
本
年
報
、の
紙
刊
を
喜
於
と
此
ハ
に
卜
第

U

輯
以
後
^
,曝

1-
,祈
各
事
&
氣
る
も
0
.が
ぁ
る
众
\ 

’
：

'
ノ 

' 

.

終
!)
-
ぬ 

一
0
の
希
每
¥
開
陳
ず
る
窬
を
許
ト
し
て
戴
ぐ
な
ら
ば
、
‘‘過
般
私
自
分
^

!灣
視
，察
旅
行
^
m

y
、
，f

關
心
を
惹
か
れ 

た
問
題
の
、

T

つ
に
皇
民
i

動
•を
中
心
，
と
‘す
を
す
島
人
問
題
が
ぁ.るcT

間
題
自
髒
は
多
^
叫
政
治
的
性
質
め
も
の
で
は
耖
ら
ケ
が
、鳥
內 

人
0:
の
允
割
.以
上
ダ
占
；4
る
#
裔
人
の
、潜
在
的1
經
濟
的
勢
カ
(0
1
發
展
^

^
そ
ル
は
現
段
階
に>
い
て
、は
尙
土
地
資
本
を
根
轮
と
し
、

： 

さ
.ら
’に
，そ
•■の
商
業
的
進
出
が_
著
で
ぁ
る
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
あ

る

が_

に̂
、-遙
か
に
想
像
以
上
の
も
の
を
感
じ
、
聊
か
驚
異
の
念
を 

"菊

じ

得

孜

か

ろ

た
0.
こ
の
意
味
ょ
り
言
つ
て
、
冰
島
人
對
策̂
‘澉
治
的
の
み
な
ら
ず
、
嫘
濟
的
に
も
亦
今
後
溢
々
重
要
問
題
と
•な
名
事
を 

.推
知
出
来
る
。
本
年
報
に
お.い
て
感
、
，廉
個
所
ぬ
％
い
て
、
皇
民
化
問
勝
'な
^,
,
本
島
人
の
寶
勢
カ
な
り
に
づ5
て
、
若
平
の
.論
及
を
- 

M
出

で

•ぁ
，る
が
'、
,個
別
的
な
檢
討
.の
無
'い

が

£
へ
思
ダ
次
第
で
ぁ
’る
o
-本
島
人
の
終
濟
阶
實
カ
の
分
析
と
い
ふ
事 

は
、
問
題
の
政
治
性
の
た
め
に
、
困
難
か
も
知
れ
な
い
ト
し
か
し
こ
れ
が
我
々
に
と
つ
て
置
齓
出
來
な
い
性
質

.o'
も
の
ど
す
れ
ば
、
何 

‘等
か
の
指
針
，1

«
ふ
る
に
足
.る
，だ
け
の
資
料
の
提
供
の'み
'で
も
望
：
み
度
.い
の
‘で
ぁ
‘る
Q
酿
方
救
策
推
進
の
，方
向
か
ら
，見
て
名
：、
我
々
と 

し
て
m

M
に
乾
獻
す
，
べ

き
齓
題
た
，る

象

を

ぎ

ね

て

胄

趴

し

て

^
を
»8
<'
國
際
日
本
協
會
版
、
眼
和
十
六
年
六.月
刊
、
定
價
四
圓
五
十
錢

)

察

餺

經

楚

银

刊

行

命

編

^'
餺

經

浒

苹

俅

f
e

机
，十
六
歎
-
"

2

©六
.-7
|
:
>


